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※日本共産党は
　以上の見解を
　発表しました。
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　安倍政権が憲法解釈の変更で行使を容認しようと
している、集団的自衛権。「自衛」の名がついてい
ますが、個別的自衛権とは大違い。日本への武力攻
撃がなくても、他国のために武力行使することです。

志位委員長が追及
　首相は「限定的な行使」「必要
最小限」と言って、集団的自衛権
を小さく見せようとしていますが、
真相は戦地に自衛隊を派兵し、「ア
メリカの戦争のために日本の若者
の血を流す」ということ。国のあり
方の大転換です。日本共産党の
志位和夫委員長が国会質問で浮
き彫りにしま
した。
（裏面に続く）

「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」許
さ
な
い

取扱団体●日本共産党国会議員団近畿ブロック事務所 〒540-0004  大阪市中央区玉造2-15-7 USビル2F

【お願い】お手数ですが、この署名は、最寄りの共産党事務所にお届けいただくか、下記にファックス
していただくようお願いします。日本共産党国会議員団近畿ブロック事務所　Fax ０６-６７６４-９１１５

　安倍内閣は、これまでの憲法の解釈を変えて、集団的自衛権の行使を認めよう
としています。
　集団的自衛権の行使は、日本への武力攻撃がなくても、他国のために武力を行
使するものです。それは、海外での武力行使にたいする憲法上の歯止めを外し、
日本を「海外で戦争する国」にしようとするものです。
　この重大な転換を閣議決定で認めることは許されません。一内閣の判断で憲法
解釈を勝手に変えることは、立憲主義の否定です。
　私たちは、憲法を破壊する集団的自衛権の行使容認に反対し、以下のことを求
めます。

内閣総理大臣　安倍晋三　殿

【要望趣旨】

【要望事項】

一、憲法解釈変更による集団的自衛権の行使容認を行わないこと。

一、日本国憲法第９条を守り、生かすこと。
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質問する日本共産党の志位和夫委員長
＝５月28日、衆院予算委


